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花が好きな人は優しい・・ ４年生、鮎の稚魚放流
１１日の全校朝会で次のような話をしました。 各種新聞やテレビでも紹介されていましたが、
最近うれしい話がいくつかあります。 ５月９日（月）、本校の４年生が大瀬川で稚鮎の
４年生で、入学式から毎朝１年の弟のランドセ 放流体験をしました。これは、４年生が総合学習

ルなどの荷物を持ってあげている人がいます。弟 で延岡市の川や水について調べていることもあり、
が肩を骨折しているからなのですが、雨の日も自 市観光協会と五ヶ瀬川漁協のご協力により実現し
分の荷物が多いときも持ってくれています。優し たものです。
いお兄ちゃんですね。６年生の朝のボランティア 子どもたちは、まず担当の方に鮎の一生や鮎の
活動もすばらしいです。草引き 生息する五ヶ瀬川の環境について学習しました。
や落ち葉掃きだけでなく、雨の そしていよいよ稚鮎の放流です。旭化成さんと新
日には窓ふきなどしてくれてい 和産業さんが提供してくださった稚鮎３万５千匹
ます。恒富小の伝統とは言え、 をみんなで分けて放流しました。小さいながらも
なかなかできることではありま 必死で泳ぐ稚鮎を見て、
せん。その他にも、上級生が１年生のことを気を 子どもたちも感動してい
つけながら、一緒に登校したりお世話したりする ました。
姿もすばらしいです。このように、自分のことだ これからこの鮎がどう
けでなく、人のために何かできるということはす 育っていくのか子どもた
ばらしいです。友達が困っていたら、手を貸して ちも 楽し みに して いま
あげる。自分のしたことで誰かが喜んでくれるっ す。そして、何よりこの
てすばらしいことです。 きれいな川を大事にしな

「花が好きな人は優しい」と言わ ければいけないとという
れます。これは花を愛する優しい気 思いを強くもったようで 【担当の方からの説明】
持ちだけではありません。花は動け した。
ませんね。水がほしいと思っても自 それにしても、何人
分で水を飲みに行くことはできませ かの子どもたちがテレ

ん。みんなはのどが渇いたら水を飲めますが、花 ビ局や新聞社からのイ
はできません。「水がほしい」と伝えることさえ ンタビューを受けてい
もできません。ただ、じっと我慢しているだけで ましたが、４年生、な
す。花が好きな人は、花がどうしてほしいのかを かなかやりますね。し
考えることができる人です。花の様子を見て、「水 っかりとした受け答え
をあげた方がいいなあ」とか「周りの草をとって ができていました。た
あげよう」とか。ですから花が好きな人は、相手 いしたものです。 【多くのカメラの前で】
の気持ちを考えることができる人、つまり優しい

人なのです。 続・恒小あるある！？②
これは、友達に対しても同じです。 私は昨年度、恒富小に赴任してび

友達が何か困っていたら「どうした っくりしたことがありました。それ
の？」「手伝おうか」と声をかけてく は何かと言いますと、毎朝西門であ
ださい。とても嬉しいと思います。逆 いさつをしているうちに、子どもた
に、友達が嫌がることをするのは優し ちと仲良くなって、じゃんけんをす
くありません。嫌な気持ちになります。 ることが何度もありました。「校長先生、じゃん
冗談でも相手が嫌がることはやめましょう。 けんしよう！」「はい、いいですよ。じゃんけん
皆さんも、自分のことだけでなく、他の人の気 ぽん、あいこでしょ。」と、ここまでは普通の流

持ちを考えて行動できる優しい人になってくださ れだったのですが、次がまたあいこの時、子ども
い。みんなで優しい恒富小にしましょう。 たちは「じんじんしょ！」と言ってき
学校では、毎日いろんなことが起こります。ま ました。え～！何それ？どこかしびれ

だ子どもですから、よいことばかりではなく、し てジンジンしてるのかな？そして次が
てはいけないことをすることもあります。小学生 またあいこの時、なんと「しょっしょ
では、まだまだ人間としての成長の途中ですから、 のしょ！」ときました。しょっしょの
当然そういうこともあるでしょう。そういったこ しょ？どういう意味なんでしょうか？このことを
とも含めての学校での教育だと思います。勉強だ 延岡以外から来た先生達に聞くと、皆さんも「初
けでなく、様々な社会性や道徳性を身に付けるこ めて聞いた！」ということでした。延岡の人はみ
とも学校教育の大事な役割だと思っています。 んなそうなのかなと思うと、土々呂の人は使って
もちろんそれは学校だけですることではなく、 いないと言うことでした。うーむ。なかなか奥が

各ご家庭での教育があってのものです。子どもの 深いですね。１年間不思議に思いながら、誰にも
教育は身近にいる家族や学校の先生の影響がとて 言えずにいました。保護者の皆さんも
も大きいと思います。「良いことをしたら認め誉 子どもの頃から使い、当たり前のこと
める」「悪いことをしたら叱る」当たり前のこと なのでしょうか？
ですが「是は是、非は非」「ならぬものはならぬ」 今回は恒小というより「延岡あるあ
です。学校と家庭が一緒になって子どもたちを育 る」になってしまいましたね。
てていきましょう。


